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☆ 藤島イルミネーション　＃星に願いを ☆
　藤島歴史公園「Hisu花」では、令和4年1月10日までの期間、16万個のイルミネー
ションが点灯されています。藤島の有志グループが始めた催しは、たくさんの人々に愛
されて季節の風物詩となり6年目を迎えました。
　コロナが収束しない中、星に願いを込めて書き飾った短冊は、現在、星に姿を変えて
輝いています。
　会いたい人に会って話をして、行きたい所に行ける、いつもの日常が一日も早く戻っ
てくれる事を、新しい年に願いたいものです。 （工藤久子農業委員）
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農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
に
関

す
る
課
題
を
行
政
に
反
映
し
て
も

ら
う
た
め
、
現
場
の
声
を
市
及
び

国
・
県
等
の
関
係
機
関
へ
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
22
日
、
農
業
委
員
会
４
役

が
皆
川
治
市
長
を
訪
問
し
、
第
３

回
総
会
（
10
月
22
日
）
で
決
議
さ

れ
た
以
下
５
件
の
建
議
・
要
望
か

ら
市
へ
の
要
望
３
件
に
つ
い
て
、

趣
旨
等
を
説
明
し
た
上
で
提
出
し

ま
し
た
。

　

市
の
現
状
と
今
後
の
展
望
等
を

伺
い
な
が
ら
、
活
発
な
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
委
員
会
と
し
て
広

く
農
業
者

の
声
を
く

み
上
げ
、

地
域
の
課

題
解
決
に

向
け
て
取

り
組
ん
で

ま
い
り
ま

す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
生
活
ス
タ
イ

ル
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
色
々

と
複
雑
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
気
象
災
害
が
多
い
年
で

し
た
。
冬
の
大
雪
に
よ
る
ハ
ウ
ス

の
倒
壊
、
そ
し
て
４
月
の
凍
霜
、

５
月
の
降
雹
で
は
、サ
ク
ラ
ン
ボ
、

庄
内
柿
な
ど
果
樹
を
中
心
に
甚
大

な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
農
家
の
方
々
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
作
柄
に
つ
い
て
は
、
特

産
の
メ
ロ
ン
は
目
標
の
11
億
円
を

超
え
る
販
売
額
と
な
り
、
枝
豆
に

関
し
て
も
苗
の
生
育
不
良
な
ど
が

あ
っ
た
も
の
の
順
調
に
推
移
し
、

価
格
的
に
も
良
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

稲
作
に
関
し
て
は
春
の
長
雨
が

あ
り
ま
し
た
が
、
夏
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
作
況
指
数
は
１
０
５
の
や

や
良
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
人
々
の

行
動
制
限
に
よ
り
消
費
が
低
迷

し
、
中
食
・
外
食
産
業
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
コ
メ

需
要
が
減
少
し
て
い
る
中
で
の
豊

作
は
、
コ
メ
の
在
庫
が
さ
ら
に
増

え
る
こ
と
と
な
り
、
素
直
に
喜
べ

な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

令
和
３
年
産
の
コ
メ
価
格
は
低

迷
し
、
概
算
金
に
つ
い
て
も
数
千

円
単
位
で
下
落
し
、
収
入
が
大
き

く
減
少
し
ま
し
た
。
国
や
県
、
市

で
も
対
応
策
を
と
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
影
響
で
リ
タ
イ
ア
を
考

え
る
農
家
が
増
え
な
い
か
心
配
で

す
。

　

特
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
が

著
し
い
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
、
多
面
的
機
能
を
も
っ
て
い
る

水
田
を
維
持
し
、
自
然
の
生
態
系

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
地
域
で
の

話
し
合
い
を
活
発
に
し
、
地
域
農

業
の
「
将
来
設
計
」
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
の
生

産
基
盤
で
あ
る
農
地
を
守
り
、
そ

し
て
有
効
に
利
用
し
て
い
く
た

め
、
地
域
ぐ
る
み
の
遊
休
農
地
対

策
の
取
り
組
み
や
、
耕
作
地
の
交

換
に
よ
る
農
地
の
集
約
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
体
と

な
り
、
農
家
の
皆
様
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
引
き
続
き
「
農
地
を
守

り
有
効
利
用
し
て
い
く
こ
と
」「
担

い
手
と
農
地
を
結
び
付
け
て
い
く

こ
と
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念

し
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

皆
川
市
長
へ

建
議
・
要
望
書
を
提
出

◆ 令和４年度鶴岡市農業振興施策に関する建議書
◆ 有害鳥獣対策にかかる電気柵設置費用の軽減を求める
要望書

◆ 食品ロスの削減と規格外農作物の活用に関する要望書

● 農業経営基盤強化準備金に関する要望書【国へ】
● 遊休農地解消に関する要望書【国・県へ】

市への要望

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

　
　
　

会
長　

　
　
　

会
長　

渡
部
長
和

渡
部
長
和
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農業委員会が担う遊休農地対策
農業委員会では毎年、管内の全ての農地について「農地パトロール」を実施しています。

「農地パトロール」って
何を見ているの？

農地の状況を
判断して、
どうするの？

森林のような農地は
どうなるの？

農地台帳と地図をもとに管
内の農地１筆ごとに耕作（利
用）状況を確認し、３つの区
分に判断しています。
１.適正に耕作・管理されている
２. 遊休農地化している（※）
３. 森林のようになっている

上郷地区の農地パトロールの様子

利用意向調査
遊休農地と判断した農地の所有者（耕作者）に今後の利用の意向を確認します。（３択）

非農地判断
すっかり森林になっている農地や周
りの状況からみて農地に復元しても
継続して耕作できない農地は、農業
委員会台帳の現況地目を「山林」
「原野」に変更します。

  なるほど、管理できない
農地は、他の人にあっせん・
利用調整するように
中間管理機構と連携している
  わけですね。

※遊休農地：現在、農作物の作付がなく、今後も農地の維持管理（草刈り、耕起等）や農作物の栽培見込みがない農地を言います。

農業委員会では、大切な農地を守り有効利用
していくこと、担い手と農地を結び付けてい
くことに全力で取り組んでいます
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実
家
は
代
々
続
く
農
家
で
す
。

親
元
就
農
だ
か
ら
こ
そ
第
三
者
か

ら
教
わ
る
と
い
う
こ
と
は
視
野
を

広
げ
る
た
め
に
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

座
学
で
は
施
肥
設
計
も
学
び
ま

す
。
実
家
で
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
私
は
方
法
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

初
め
て
だ
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
計
画
を
立
て

る
の
は
大
切
で
、
そ
う
い
っ
た
基

礎
か
ら
学
べ
る
の
は
良
い
点
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
達
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

る
こ
と
も
、
研
修
生
に
「
な
ぜ
」

と
問
わ
れ
る
と
改
め
て
考
え
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
美
味
し
い
農

作
物
を
作
り
、
産
地
を
守
る
。
そ

う
い
っ
た
理
念
を
も
っ
た
人
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
な
が

ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
は
、農
業
の
基
礎
・

基
本
を
学
び
、
農
業
の
プ
ロ
を
目

指
す
学
校
で
す
。
実
習
が
主
体
で

汗
を
流
し
、
知
識
・
技
術
を
学
ん

で
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
時

代
と
い
い
ま
す
が
、
農
作
物
と
対

話
の
で
き
る
五
感
を
磨
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
研
修
生
に
は
、
プ
ロ

農
家
の
匠
の
技
や
経
営
理
念
を
学

び
、
実
務
経
験
を
積
み
重
ね
、
目

標
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
豊
か

で
持
続
可
能
な
農
業
を
担
う
人
材

確
保
の
た
め
、
地
域
の
皆
様
の
御

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

独
立
就
農
を
目
指
し
て
い
る
と

聞
き
、
単
純
な
労
働
力
に
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
受
入
れ

た
研
修
生
は
、
農
業
の
経
験
は
な

く
て
も
と
て
も
前
向
き
で
、
そ
の

笑
顔
か
ら
集
落
で
も
受
入
れ
ら
れ

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
農
業
に

は
大
変
な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
若
い
人
に

も
農
業
は
良
い
職
業
だ
と
思
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

　

私
の
家
族
も
農
家
で
す
が
、
継

承
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
品
目

に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
い
入
校
し

ま
し
た
。
農
業
の
基
本
に
加
え
、

特
に
営
農
計
画
の
策
定
で
は
就
農

前
か
ら
関
係
機
関
よ
り
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

農
家
は
一
企
業
で
あ
る
の
で
、

経
理
関
連
の
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
必
須
で
す
。
ま
た
、
就
農

に
向
け
て
「
顔
を
売
る
こ
と
」
も

重
要
で
、
こ
れ
ら
を
研
修
や
農
業

者
と
の
交
流
会
な
ど
を
通
じ
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
面
で
こ
の
学
校
に

入
っ
て
就
農
す
る
と
い
う
こ
と
は

い
い
選
択
肢
だ
と
思
い
ま
す
。

こんにちは！こんにちは！

SEADSSEADSです！です！
～～SEADSで光る自分を見つけよう！SEADSで光る自分を見つけよう！～～

鶴岡市立農業経営者育成学校（以下、ＳＥＡＤＳ）は、鶴岡市立農業経営者育成学校（以下、ＳＥＡＤＳ）は、
旧「いこいの村庄内」跡地に２０２０年に開校した有旧「いこいの村庄内」跡地に２０２０年に開校した有
機農業をはじめ持続可能な農業を、座学と実習を通機農業をはじめ持続可能な農業を、座学と実習を通
じて学ぶ場です。じて学ぶ場です。

　ＳＥＡＤＳは２年制（１学年 10 名程度）の学校で、20 ～ 40 代の研修生
が農業経営者を目指し研修に励んでいます。
　おおむね週４日のカリキュラムが組まれており、研修生は座学（１日程
度）で栽培基礎知識や経営などを学ぶほか、一人ひとり地域の農家のもと
へ実習（３日程度）に出向き、水稲や園芸作物の栽培技術を学んでいます。
　加えて、視察研修で地域の様々な農業の現場に触れたり、若手農業者と
の交流会で情報交換や人脈作りを行いながら、各自が思い描く就農ビジョ
ンの実現に向けて日々研修に取り組んでいます。
　また、共同生活という利点を活かし、研修生それぞれが実習先で得た学
びを研修生全員で共有できることも特長の一つです。

二期生
加藤　 圭さん
鶴岡市出身。

昨年春、北海道から
Ｕターン

研修受入農家
阿部 栄喜さん

( 西郷 )

校長
百瀬 清昭

研修受入農家
松浦 尚宏さん

( 大泉 )

一期生
冨樫 英司さん
今年４月、

栄地区で就農予定 今年度、9名の二期生を迎えました

締切は２月10日。
詳しくはHPを参照ください。
https://tsuruoka-seads.com/
HPや SNSでは研修の様子や

情報を発信中です。

現在、第三期生を募集中です！

WEB FB Twitter
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地
域
の
農
地
を
守
り
た
い

地
域
の
農
地
を
守
り
た
い

　

櫛
引
地
域
の
ゆ
〜
Ｔ
о
ｗ
ｎ
付

近
に
一
際
大
き
な
樹
園
地
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
半
を
耕

作
し
て
い
る
の
が
㈱
イ
ン
フ
ィ
ニ

フ
ァ
ー
ム
代
表　

斎
藤
司
さ
ん
で

す
。

　

３
年
前
に
脱
サ
ラ
し
、
農
業
を

や
る
に
あ
た
っ
て
「
ど
う
せ
や
る

な
ら
、
大
き
く
し
よ
う
！
」
と
、

高
齢
を
理
由
に
リ
タ
イ
ア
を
検
討

し
て
い
た
近
隣
の
農
家
の
樹
園
地

を
集
積
し
、
リ
ン
ゴ
３
㌶
、
洋
ナ

シ
25
㌃
、
和
な
し
25
㌃
、
柿
10
㌃
、

水
稲
１
・
８
㌶
、
野
菜
・
花
き
67

㌃
と
大
規
模
な
経
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

就
農
当
初
、
５
年
後
ま
で
に
と

考
え
て
い
た
法
人
化
を
早
々
に
実

現
し
た
理
由
は
『
後
継
者
問
題
』

に
あ
る
と
言
い
ま
す
。
会
社
と
し

て
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
肉
親

に
限
ら
ず
幅
広
く
第
三
者
に
も
継

承
で
き
る
と
話
し
ま
す
。
収
穫
ま

で
時
間
が
か
か
る
果
樹
栽
培
な
ら

で
は
の
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
の

事
情
を
知
り
、
自
身
の
経
験
を
語

る
斎
藤
さ
ん
の
言
葉
に
は
重
み
が

あ
り
ま
す
。

  

楽
し
く
な
く
っ
ち
ゃ

楽
し
く
な
く
っ
ち
ゃ

　
【
美
味
し
い
も
の
を
作
っ
て
高

く
売
る
！
】
こ
と
を
目
標
に
、
現

在
は
土
づ
く
り
や
施
肥
な
ど
の
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
勉
強
中
と

斎
藤
さ
ん
の
目
は
輝
い
て
い
ま

す
。

　

繁
忙
期
に
は
、
収
穫
・
箱
詰
め

か
ら
６
か
所
の
産
直
へ
の
出
荷
配

達
、
そ
の
合
間
に
消
毒
や
草
刈
り

を
し
て
い
ま
す
。「
目
の
回
る
よ

う
な
忙
し
さ
の
中
に
楽
し
さ
を
見

出
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
色
々

な
問
題
に
対
し
て
も『
で
き
な
い
』

で
は
な
く
『
ど
う
す
れ
ば
で
き
る

か
』
を
考
え
て
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
ね
。」
と
、
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

今
後
、
ま
す
ま
す
樹
園
地
の
担

い
手
が
減
少
し
て
い
く
中
、
広
範

囲
に
わ
た
る
樹
園
地
耕
作
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
情
報

共
有
を
図
り
た
い
と
意
欲
的
で

す
。
地
域
を
越
え
て
労
力
の
シ
ェ

ア
を
す
る
、
技
術
的
な
均
平
化
を

図
る
、
経
営
を
学
び
合
う
、
そ
し

て
、
受
け
手
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

譲
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
熱
い

想
い
は
尽
き
ま
せ
ん
。
気
さ
く
で

大
ら
か
な
斎
藤
さ
ん
と
の
語
ら
い

に
明
る
い
未
来
が
見
え
ま
し
た
。

（
鈴
木
聡
推
進
委
員
）

包み込むような笑顔が魅力の司さん包み込むような笑顔が魅力の司さん

チラシも工夫していますチラシも工夫しています

斎藤　司 さん（三千刈）
№2№2

農業は取り組む姿勢が大切、農業は取り組む姿勢が大切、
苦労の中に楽しさと面白さがある！苦労の中に楽しさと面白さがある！



　新年明けましておめでとうございます。
　日頃より農業委員会の活動にご理解、ご協力を賜り
ありがとう御座います。
　昨年は、異常気象の霜被害、コロナ禍のオリンピッ
ク開催の年でした。今年は、日本経済の回復を願いた
いものです。

（佐藤宣夫推進委員）

あとがき

農委広報もっしぇのー 令和４年１月号 6

保険料の納付下限額が
２万円 １万円に引下げ

　鶴岡市大網（旧朝日村）関谷地区内にその名水はありました。
　荘内藩のお殿様が参勤交代で江戸に向かう際、お水を献上したところ「大変おいしい」と、お褒
めのお言葉を頂いたという言い伝えがあります。
　木々が鬱蒼と生い茂る関谷地区の山中の小道から、庄内全域に何千年と休まる事なく大地を潤し、
生命の一つひとつに恵みを与え続けていることを感じます。
　水は生命の源、誰もが平等に恩恵を受けているはず！足を運んで名水に触れ一口飲んでみたら、
明日への活力が出てくるような気がします。 （伊藤由紀子推進委員）

購読
しませんか？

▶農家の経営と暮らしに役立つ情報誌
▶毎週金曜日発行
▶購読料１か月 700円（税込）
▶申込みは農業委員会へ

重要なお知らせ！！
―農業者年金制度が改正されます―
令和４年１月から

若い農業者が加入しやすいよう
保険料が引き下げられます。

35歳未満で認定農業者に該当しない等一定の
要件を満たす方は、月額１万円からでも通常
加入できるようになります。

※ご相談はお近くの農業委員会または※ご相談はお近くの農業委員会または
　JAへお問い合わせください　JAへお問い合わせください

１万円なら私も
加入しようかしら

　県では、地域の人に親しま
れている優れた湧水を「里の
名水・やまがた百選」として選
定しており、令和2年度までに
60か所が選定されています。

重
じ ゅ う ろ う え ん

郎右衛門
清 水

名水
つるお

かの

鶴岡市農業委員会事務局
〒999-7696 山形県鶴岡市藤島字笹花25（鶴岡市藤島庁舎内） ☎64-5868・64-5860（直）  FAX.64-5846
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